
市町村財政比較分析表(平成16年度決算)
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※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を88のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。
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分析欄
財 政 力 指 数：　税収の中で大きなウェイトを占める固定資産(税)や景気の影響を受けにくい企業構成(法人税)など
安
　　　　　　　　　定的な財政基盤により、ここ数年上昇傾向で、類似団体平均や兵庫県平均を大きく上回っている。これ
　　　　　　　　　らの安定した財政基盤の上に立って、税徴収率の向上への取り組みを中心に、歳入確保に努める。
(数
　　　　　　　　　年下降傾向で、16年度の普通税徴収率は、93.0%、現年度分では98.0%)
経常収支比率 ：　平成10年度以降、新規採用の抑制や義務的経費の削減など行財政改革の実施により、類似団体
等
　　　　　　　　　の平均より良好な数値であるとともに、県内でも上位に位置している。しかしながら、福祉関係経費や
公
　　　　　　　　　債費、下水道事業特別会計などへの繰出金の増加により上昇傾向にあり、適正な受益者負担(使用料
　　　　　　　　　の見直しなど)や可能な限りの義務的経費の削減を続け、現在の水準を維持する。
起債制限比率 ：　平成12～13年度において、計画的に繰上償還を実施したことにより、類似団体等の平均より良好
な
　　　　　　　　　数値であるとともに、県内でも上位に位置している。しかしながら、平成11年度から着手している大規
模
　　　　　　　　　プロジェクトの総合公園整備事業の起債償還が始まり、0.4%上昇している。今後も上昇の傾向にあるた
　　　　　　　　　め、繰上償還や大型投資事業の適切な選択により、急激な上昇を抑える。(ピーク時を平成22年度の
　　　　　　　　　13.5%と見込む)
人口1人当たり ： 類似団体平均を若干上回っているが これは平成11年度から着手している総合公園整備事業に


